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対応への戸惑い大きい神
奈川の幼稚園

今春から新しい子ども・子
育て支援制度

　新制度の施設型給
付に

移行した場合、国や県
のほか

市町村もその費用の1/
4を負担

することになりますが、
私学助成の場合は

県が財源の大部分を確
保しなければなら

ず、また今後、新制度が
進むにつれて、私学

助成の予算が先細りしな
いか不安であると

の声があります。

　自ら私学助成を選択
する私立幼稚園が

ある以上、私学発祥の
地である本県とし

て、責任を持って私学助
成を確保すべきだ

と考えます。

2月17日（火）より3月13
日（金）まで平成27年第

一回定例会が開催され

ます。本会議や常任委員
会・特別委員会は傍聴出

来ます。開会30分前より

受付開始します。

今日、日本にとって最も深
刻な問題となっているの

が社会が急激に少子高齢
化していることで、２０６

０年ごろ

には人口が今の３分の２
の８７００万人、このうち４

０％が高齢者という推計
もあります。次代を担う子

どもの出生

数は戦後しばらくは毎年
２６０万人に上りましたが

２０１３年には１０２万９８
００人に激減しています

。こうした状

況の中で国は少子化対
策に本腰を入れはじめ、

子育て支援策の充実な
ど女性が活躍できる基盤

の整備を通じ

て女性が輝く社会づくり
に乗り出しています。この

一環として、今年４月から
子ども・子育て支援につ

いての新し

い制度がスタートします
。幼稚園や保育所などの

利用にあたっては教育・
保育の必要性に応じた「

支給認定」を

受ける必要があるといっ
た、同制度に戦後初めて

となる大きな改革を加え
た内容となっています。

幼児の教育・保育の施設
としては保護者の就労や

病気などに関わる保育所
、教育

を旨とする幼稚園、保育
所と幼稚園の機能や特

長を合わせ持った認定こ
ども園など

がありますが、新制度で
は小規模保育（３歳未満

児を対象に１９人以下の
比較的小規

模な環境できめ細かな保
育を行う）、地域子育て支

援拠点事業などもスター
トします。

　また保育所は従来、母
親がフルタイムで働くケ

ースの子を受け入れてき
ましたが新

制度の下ではパートなど
の場合も可能になる、な

ど各分野でよりきめ細や
かな対応を

可能にする改善が行わ
れています。一方、各施

設の運営に

必要な資金の確保は給
付制度で行われます。保

育・授業料

は保護者負担分（所得に
応じて違う）、その残りの

うち半分を

国が、４分の１ずつを県
と市町村がそれぞれ負

担しますが、

この財政支援額の水準
となるものは全国一律で

、その基準

は国が決めることになっ
ています。

こうした方針に関し、神
奈川県では全国で２番目

の規模を

誇る幼稚園（６６５園、在
園児１３万７９１０人）の動

向がクロー

ズアップされています。こ
のうち６０５を占める私立

幼稚園で

は従来、園ごとに設定し
た授業料に県からの私

学助成金を

得て運営してきましたが
、これまでに明らかにな

った新制度

の内容に戸惑うところが
多く、昨夏の私立幼稚園

の意向調

査でも８２％余の園が「２
０１５年度中に新制度に

移行しない

（検討中も含め）」と、現
行のままでいったらいい

のか、新制度

の適用を受けるものに移
行したらいいのか、〝様子

見〟の状

態にあることを浮き彫り
にしています。
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後で物資の乏しい昭和

２３（１９４８）年３月に創
設されました。

　発足時は「杉田商友会
」の名称で３７店舗が商

いを始めました。また、昭
和４７（１９７２）年１０月に

杉田

商店街協同組合と改め
、昭和６２（１９８７）年３月

、杉田商店街として新た
なスタートを切りました。

この間、

根岸湾の埋め立て・大手
企業の進出・ＪＲ根岸線

の開通等により商店街周
辺の人口も飛躍的に増

加する

とともに高度経済成長に
より消費が拡大され、杉

田商店街は磯子区内屈
指の商店街となりました

。またＪ

Ｒと京急両鉄道の駅に挟
まれた立地の為、通勤・

通学、買い物客など人の
往来も多いところです。

　今では想像も付きませ
んがこの商店街の通りに

は、昭和３９（１９６４）年
頃まで江ノ電バスが運行

し、車

も対面交通でした。当時
の話を伺うと道が狭い為

、バスが来ると店先の軒（
日差し）をあわててたた

み、バ

スが通過すると再び軒を
出して品物を並べていた

とのことです。

　商店街は時の流れと
共に物流や、規制緩和に

よる大型店舗の出店に
より買い物客の流れも変

わって

きましたが、商店街では
年間を通じ納涼祭や餅

つき大会、交通安全パレ
ード等行政とタイアップ

した行事

を催し、集客活動を積極
的におこなっています。

　庶民的な杉田商店街
には気軽に訪れることの

出来る雰囲気があります
。
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総額３兆３６４１億円、一般会計は過去最大規模神奈川県が２０１５年度当初予算案を提案

　県税・地方贈与税が170億円増となりましたが、その一方で介護・医療・児童関係費はこの10年間で約2.4倍に増えています。特に子ども子育て支援新制度が4月から開始され、政令市・中核市の保育所等運営費の県負担が増えることから児童関係費は前年の1.6倍となっています。増え続ける介護・医療費の抑制のためにも健康寿命の延伸への取組みが急務です。
　また、増え続ける振り込め詐欺への対策やDV・ストーカー被害防止の為に警察官を60人増員し、体感治安の向上に努めていきます。

3月は桜の開花を迎えます。桜を楽しめる場所をピックアップしました。
○磯子区桜のお勧めスポット：岡村公園/久良岐公園/大岡川分水路河畔プロムナード/新杉田公園

/杉田川ふれあい散歩道　　○神奈川県立公園の桜の名所：三ツ池公園（横浜市鶴見区）/塚田公園

（横須賀市）/四季の森公園（横浜市緑区）/相模三川公園（海老名市）

神奈川県の２０１５年度当初予算案が２月１７日に開会した県議会の２０１５年第１回定例会に提案され、審議

が行われています。一般会計が１兆９４９５億円、特別会計が１兆３０２３億円、企業会計が１１２３億円で総額３兆

３６４１億円に上ります。このうち県民生活への影響が大きい教育、民生、警察などの施策に関係し、知事の考え、

取り組みが反映されることの多い一般会計は２０１４年度当初に比べ４・５％増えるなど過去最大規模となってい

ます。今年４月に知事選挙があることから、義務的経費や継続事業に絞った〝骨格予算〟となっていますが、国が

２０１５年度からスタートさせる「子ども・子育て支援新制度」への対応などで社会保障関係費が膨らんだことな

どによるものです。また県が推進してきた薄膜太陽電池の普及、未病産業の創出、認知症予防に向けた運動の

全県展開など継続性を重視する事業が多く盛られていますが、「水素を燃料とし二酸化炭素など排ガスを出さな

い燃料電池車」の普及に向け、新たに同車の購入を補助する制度を創設することにし、約４０００万円の補助金

を計上しています。当初予算案の採決は今定例会最終日の本会議（３月１３日）で行われる予定です。

予算案では重点事業として１０項目を挙げていますが、この一部を取り上げると―

■地震等災害対策の推進＝８３３億４１５万円（火山災害対策の推進１億３５８４万円。昨年１０月、横浜市緑区

でがけ崩れにより１人が死亡するなど県内にはがけ崩れ危険個所が多く、土砂災害対策として５５億７２７万円）

■子ども・子育ての新たな支援＝３９８億４８１６万円（保
育所・幼稚園・認定こども園に対する給付費負担金２０２億１
３８１万円など）
■保健・医療体制の整備・充実および福祉施策の推進＝

１,３９０億８０６８万円（在宅医療の提供体制の充実に向けた
取り組みに３億１３８９万円。介護給付費負担金８１３億５６２
０万円。新規に手話言語普及推進事業費２３０万円も計上さ
れました）
■さがみロボット産業特区の推進＝５７８８万円■振り込め詐欺等被害防止コールセンターの運営＝２億

８４万円
■燃料電池車購入補助＝４０４０万円（１台あたり１０１万

円で４０台分。国の補助の２０２万円に上乗せして後押しす
る。トヨタ自動車が昨年末に販売した「ミライ」は税込みで７２
３万６０００円。横浜市も新年度予算で５０万円の補助金（１０
台分）を計上しており、国、県、市分の補助を受けると３７０万
６０００円で購入できることになります。
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　初代杉田劇場は、終戦後間もなく市電杉田線の終点近くに、高田菊弥氏によってつくられました。こ

の劇場は、高田氏が経営していたアルミ鍋の工場を改築したものです。磯子が生んだ大スター「美空ひ

ばり」はこの杉田劇場での出演後、本格的な芸能活動を続け、スター街道を上っていきました。その一

方で昭和２３（１９４８）年、本格的な劇場として横浜野毛にマッカーサー劇場と国際劇場がオープンし、

交通の利便性もあり、杉田劇場の客足が減って経営が苦しくなり、昭和２５（１９５１）年３月に閉館とな

りました。
　そしてJR新杉田駅前の再開発に伴って建設された、駅前の地上３０階の高層ビルに併設された「区民

文化センター」が平成１７年２月５日にオープンし、名称は一般公募により「杉田劇場」と命名されました。

現在の杉田劇場は、行政や自治会、学校・商店街など各団体と一体になった活動を主眼に運営されてい

ます。ホールは、コンサートや芝居・寄席など、展示室は絵画展や書道展・作品展な
ど広範囲な利用がされています。また、アマチュアだけでなく、国内外のプロの活動
家を招いてコンサート等も開催しています。中村牧館長にお話を伺うと「今後更に
愛され、喜ばれ一緒に活動が続けられるよう努力して参ります。」とのことです。

滝頭八幡神社新春豆まき

全日本ろうあ連盟・神奈川県聴覚障害者連盟の皆さんが手話言語条例可決の御礼に表敬訪問。
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国の経済対策に伴う補正予算案も
神奈川県議会で107議案を可決

　 地方創生は「新たな
価値を生み出し地域を新し

く作り変える」ものです。今回
の補正予算の事業については、地域
の魅力ある資源・資産を知り尽くして
いる地域の皆さんが主役となり、「自分
たちがこの地域を必ず良くする」とい
う情熱を持って取り組めるよう支援し
ていくべきです。

堀割川魅力づくり実行委員会が長年要望し、私も県に働きかけていた八
幡橋下流の親水護岸整備が平成27年度から開始されます。平成27年度は
地質調査や概略設計が行われます。工事は平成29年度から始まる予定です。

神奈川県議会の２０１５年第１回定例会は３月１３日の本会議で県から提案された２０１６年度当初予
算案、２０１５年度の補正予算案２つなど107議案を可決して閉会しました。毎年、翌年度の当初予算を
決めたり、当該年度の補正予算を決める年初の定例会は特に注目を集めますが、今年は通常の補正予
算案のほか、「地方への好循環拡大に向けた緊急経済対策」として２月に成立した国の平成２６年度補
正予算に対応する形で組まれた補正予算（その２）案も提案され、可決されたことが特色となっていま
す。（その２）の補正予算案は総額７０億２３００万円で、このうち国の支出金は５２億５４００万円、残りが
県の支出金となっています。
予算のなかで最も多いのが国の「地域活性化・地域住民生活等緊急支援交付金（地域消費喚起・生活支
援型）」を活用するもので、３６億４０００万円が計上されています。内容は国が推奨したメニューに沿って決
められ、「神奈川ならではの魅力ある旅行商品や、ふるさと旅行券・お楽しみクーポンを割引価格で販売す
る」「オンラインショッピングサイトを開設し、カタログを整えるなかで県産品の割引価格販売を行う」となっ
ています。県ではこれらに関するインターネットサイトを立ち上げるとともに、６月ごろには県民に具体的な
内容を示せるようしたいとしています。また県独自のものとしては「未病市場創出促進事業」があります。こ
れは県独自に取り組んでいる未病事業に関係したもので、割引販売した関連商品やサービスについて消費
者参加型のモニター調査などを実施することで、未病等プロジェクトの推進を図ろうというものです。
また神奈川の人口減少地区となっている県西と三浦
半島の２地区の活性化策にも予算
が付けられ、県西では「未病のため
の事業」に２億４４８万円、三浦半島
では「観光の核づくり、マリンスポー
ツを柱にした地域活性化のモデル
事業」に１億４６００万円が充てられ
ています。
さらに少子化対策の中の結婚支援事業費として１９００
万円が盛り込まれています。男女の出会いのためのバス
ツアー、県や市町村等の結婚支援情報発信サイトの開
設・運営などで、遅ればせながら神奈川でも結婚支援の
取り組みが始まることになります。
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　磯子警察署近くにある浜マーケット（磯子
商店街商業協同組合）は、終戦直後の闇市

から始まって今年で70年近くになります。区内でも1,2を争う安値と豊富な品揃え、そして何よりもお店
の人が気さくで親しみやすく、どんな食べ方が美味しいとかその調理法まで教えてくれたりもします。
　平成19（2007）年の月未明に不審火による火災で一時は存亡も囁かれました。小島協同組合理事長
の話では「今もまだまだ復興の途中です」との事でしたが、被災後は行政からの助成や大勢の方々の励
まし、募金活動も行われました。それに応えるかのようにお店の人達も売り出しセールやイベントを開催
し、賑わいを取り戻しています。毎月、8のつく日の売り出しには、近隣はもとより、遠方から車やバスを利
用して買い物に来る人もいます。浜マーケットには区が行っている「磯子の
逸品」に認定され、横浜市内の各商店街のコロッケＮo.1を持ち寄って決定
した「ガチコロ」で金賞を取った「三角コロッケ」、同じく丼もの選手権「ガチ
丼」にも出店した「うな丼」の店などもあります。
　他にも新鮮な魚介類や野菜果物、漬物類や雑貨の店など色々なお店が
あります。皆さんも下町風で気さくな雰囲気のマーケットを訪れてみては。
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民間に移譲し総合病院として継続
　神奈川県立汐見台病院、来春から

　民間に移譲するに当たっては、所属していた厚
生常任委員会で、「地域住民

を選定委員会に入れること」「移譲後、
地域連絡会を設置すること」「急な撤
退を禁ずること」などを要望し、公募条
件に反映されました。今後も汐見台病
院が地域医療を担う総合病院として
の機能を継続していく様、地域の皆さ
んと意見交換を行いながら移譲に向
けての不安解消に努めてまいります。

5月は自転車マナーアップ強化月間です。自転車安全利用五則（①自転車は車道

が原則、歩道は例外　②車道は左側を通行 ③歩道は歩行者優先で車道寄りを徐

行 ④安全ルールを守る ⑤子どもはヘルメットを着用）を守りましょう。

１９６３年に横浜市磯子区の汐見台団地に診療所として開設され、その後、総合病院として地域医療

を担ってきた神奈川県立汐見台病院について、県は「県立病院は本来、民間病院や一般の市立病院で

対応できない高度専門医療に特化したものであるべき」との趣旨を踏まえ、２０１１年からその役割や今

後の在り方の検討を重ねてきましたが、昨年１２月の県議会定例会で「総合病院として継続するなどを

条件に民間に移譲し、来年４月から新体制の下での運営を開始する」と表明。民間に移譲するための募

集要項の配布を４月から始め（６月１５日まで）、５月中旬ごろには現地説明会を開くなど、準備作業に入

りました。
同病院は１５診療科目、入院ベット数２５０床を有する磯子区では数少ない総合病院。汐見台近辺や

周辺の区の住民など年間延べ約２１万人が利用しています。病院経営は赤字ではありませんが、毎年、

県から７億円の交付金を受けています。今後どんな形の病院にしていくかについて、汐見台病院在り方

検討委員会では２０１２年５月の報告で、産科、小児科等を主とした病院に再編するか、総合病院の機能

を継続していくため新たな総合病院を誘致していくことを含め検討していく必要があることをうたって

います。これを受けて、汐見台自治会連合会から８月に「総合病院として存続して欲しい」との要望書が

出されるなどしたことから、県ではこれを踏まえ、民間

に移譲のうえ総合病院として存続してもらうことを決

めたものです。移譲の条件としては病床数、診療科目、年間の分娩

回数、救急医療などについて現状と変わらない水準で

維持することなどを定めていますが、利用者の「撤退」

についての不安に対処するため、条件の中に「最低１０

年間は続けること」の一項も盛られています。またしっ

かりした目で新たな運営者を選ぶため、３月末には専

門家や地域住民代表ら８人で構成する選定委員会も発

足させたとのことです。準備作業は７月に選定委員会が応募者のプレゼン

テーションを開いて移譲予定者の選定を行い、これを

踏まえて県は移譲先を決定。９月には県と予定者の間

で協定を締結するスケジュールが組まれています。
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　今私たちが日常使っている石けん。昔の日本では植物の実や灰汁などを使って汚れを落としていまし

た。日本に初めて石けんが入ってきたのは16世紀、ポルトガル船から伝わりましたが、当時は洗浄用とし

てではなく、薬用として用いられました。その後、横浜で日米和親条約が結ばれ、開国へ歩むと海外から

石けんが持ち込まれるようになりましたが、高価なもので外国人や一部のお金持ちしか使えませんでし

た。横須賀製鉄所の建設に携わっていた、磯子村の村役人を務める旧家の出身「堤磯右衛門」は、同じ仕

事場のフランス人技師が石けんを使うのを見てその効用を知り、自ら石けんを作る決心をしました。しか

しいざ開発に入ると製造に苦心しました。堤磯右衛門石けん製造所跡に残されている碑文によると、堤

磯右衛門は、明治6（1873）年3月、横浜・三吉町4丁目（現：南

区万世町2丁目25番地付近）で日本最初の石けん製造所を

創業、同年7月洗濯石けん、翌
明治7年には化粧石けんの製
造に成功しました。その後、香
港・上海へも輸出され、明治10
年代の前半に石けん製造事業
は最盛期を迎えました。
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神奈川県の「ロボット産業特区」で成果

　ロボットが一般生活に
密着し人間とロボットが共

生する社会が遠い未来の絵

空事ではなくなってきています。今後

　ロボットを開発する技術者への「ロ

ボットを製造する倫理」やロボットが社

会参入することで「ロボットを使う倫

理」が必要になってくるのではないで

しょうか。

5月12日から7月13日まで第二回定例会が開会されています。第二回定例会では先ず、常任委

員会などの所属が決りました。○県民企業常任委員会委員　○行財政改革・地方分権特別委

員会副委員長　○自民党神奈川県議会議員団政務調査会副会長に任命されました。

「指定した地域で先駆的な取り組み、国と地域による集中・集積的な政策展開を推し進める中で経済成長戦略

実現や地域主権改革の突破口にしたい」と、国が平成２３（２０１１）年度にスタートさせた総合特区制度について、

神奈川県では２３年１２月に「京浜臨海部ライフイノベーション国際戦略特区」、２５年２月に「さがみロボット産業

特区」、２６年５月にはこれら２つの取り組みを踏まえて「県内全域を対象とする特区」の指定を受けました。特区で

は「規制緩和」「税制」「財政」「金融」面で特例・支援措置を受けられる利点がありますが、神奈川の特区のいち早

い成果として「生活支援ロボットの実用化を通じた地域の安全・安心の実現」を取り組みの目標とする「さがみロ

ボット産業特区」で、今年４月までに「手足のリハビリを支援するパワーアシストハンド・レッグ」と「災害応急復旧

用無線遠隔操縦ロボット」の２つの商品が開発され、販売を始めています。また開発品の実用化・普及啓発のため

県では今年５月から、生活支援ロボットを県内の介護・福祉施設、福祉系専門学校などで試用

してもらう「ロボット体験キャラバン」をスタートさせ、同時に開発品の導入を本格的に考えて

いる所を対象にした「生活支援ロボットのモニター制度」も導入しました。

同ロボット産業特区は今春、全面開通したさがみ縦貫道路に沿った相模原、厚木、藤沢市

などの１０市２町にまたがるエリアにあり、担当の県産業振興課によると、全国から参加した

約２００社が一緒に開発に携わっており、実証実験が行われて商品化が近いケースが５５件に

上っているといいます。
「パワーアシストハンド・レッグ」は、空気圧を利用して手指

や足首の屈伸運動を手助けする運動支援ロボット。既に販売

されているハンドに続きレッグは２７年度中販売の予定。「災害

用無線遠隔操縦ロボット」は油圧ショベルの運転席にそのまま

座らせて固定し、汎用重機を無線遠隔操縦仕様にすることが

可能なロボット。無線操縦する災害用ロボット自体の開発は少

なくないといいますが、乗り込む人に変わって重機を操縦する

ロボットは珍しいといいます。生活支援のロボットの開発は通

常、企画から販売まで５～１０年かかるといわれる中で、短期間

で実用化された今回の同特区での成果には関心が高まって

いるといいます。また、箱根山で火山活動が活発化していることから火山活

動に対応出来るロボットの開発の検討も進めています。

ロボットスーツ「HAL」
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　平安時代末期から室町時代（戦国期）

にかけて約３３０年間、横浜の中心部で

ある現在の中区・磯子区・南区の一帯は平子(たいらこ)氏が領していました。平子氏の城館は磯子の真

照寺付近といわれ、腰越（こしげ）山に平子山城を築き館と合わ

せて「磯子城」と呼ばれていました。腰越山の最高所には物見台

があり、峰続きの尻もち山・禅馬山・伊勢山（現岡村交番裏）な

ども城塞化されていました。山城の東麓には平子氏の菩提所の

真照寺と館の上屋敷があり、伊勢山南下には周りを塀で囲んで

いた下屋敷がありました。磯子城の東から北側には禅馬川が流

れ、外堀の役割も果たしていたといわれています。

　平子氏の城砦は磯子城の他に、南区の宝生寺付近の堀の内に石川城があり、蒔田・本牧八幡山・伊勢

山・離れ山などにも城館や出城・砦があったとされています。

　小田原北条氏の二代目氏綱の進出により、蒔田に吉良氏が入り蒔田城を居城とし、その後、平子氏は

郷を追われるように越後に移り住んだと思われます。

現在、山城のあった腰越山は消滅して館の跡地には民家が建ち並び、かつての遺構は何ひとつ在りませ

んが、腰越の名前が残っているものとして、磯子八丁目に「腰越公園」「腰越プール」があります。　　　　

　参考資料：磯子の史話・磯子のれきし他

　今年７月には参院選が行われますが、この選挙から選挙権年齢が18歳以上に引き下げられますので、幅広い世代に
政治への関心を持って貰うように取り組んでまいります。また、神奈川県でも昨年まとめられた、かながわグランドデ
ザイン第2期実施計画のもと「健康寿命の延伸や医療・介護体制の整備」「成長産業創出」「観光振興」などが推進され
ていますが、県内には人口の増加が見込まれる地域と、既に人口減少が始まっている地域が混在しており、日本の縮図
ともいえます。こうした神奈川をとりまく状況を踏まえ、人口減少と超高齢社会を力強く乗り越えていくため、2015 
年度から５年間を対象とした「神奈川県まち・ひと・しごと創生総合戦略」を3月に策定します。これらが実際に効果的
に行われるようチェックや提言行っていく所存です。

参院選のある今年、より政治に関心を

地方創生は「新たな価値を生み出し地域を新しく作り変える」もの
です。今回の補正予算の事業については、地域の魅力ある資源・資
産を知り尽くしている地域の皆さんが主役となり、「自分たちがこの
地域を必ず良くする」という情熱を持って取り組めるよう支援して
いくべきです。

2015年 4月号（Vol.58）
国の経済対策に伴う補正予算案も
神奈川県議会で 107 議案を可決

新制度の施設型給付に移行した場合、国や県のほか市町村もその費
用の1/4を負担することになりますが、私学助成の場合は県が財源
の大部分を確保しなければならず、また今後、新制度が進むにつれ
て、私学助成の予算が先細りしないか不安であるとの声があります。
自ら私学助成を選択する私立幼稚園がある以上、私学発祥の地であ
る本県として、責任を持って私学助成を確保すべきだと考えます。

2015年 2月号（Vol.56）
対応への戸惑い大きい神奈川の幼稚園
今春から新しい子ども・子育て支援制度

民間に移譲するに当たっては、所属していた厚生常任委員会で、
「地域住民を選定委員会に入れること」「移譲後、地域連絡会を設
置すること」「急な撤退を禁ずること」などを要望し、公募条件に反
映されました。今後も汐見台病院が地域医療を担う総合病院とし
ての機能を継続していく様、地域の皆さんと意見交換を行いなが
ら移譲に向けての不安解消に努めてまいります。

2015年 5月号（Vol.59）
民間に移譲し総合病院として継続
神奈川県立汐見台病院、来春から

県税・地方贈与税が170億円増となりましたが、その一方で介護・
医療・児童関係費はこの10年間で約2.4倍に増えています。特に子
ども子育て支援新制度が4月から開始され、政令市・中核市の保育
所等運営費の県負担が増えることから児童関係費は前年の1.6倍
となっています。増え続ける介護・医療費の抑制のためにも健康寿
命の延伸への取組みが急務です。また、増え続ける振り込め詐欺へ
の対策やDV・ストーカー被害防止の為に警察官を60人増員し、体
感治安の向上に努めていきます。

2015年 3月号（Vol.57）
総額３兆３６４１億円、一般会計は過去最大規模
神奈川県が２０１５年度当初予算案を提案

ロボットが一般生活に密着し人間とロボットが共生する社会が遠い
未来の絵空事ではなくなってきています。今後ロボットを開発する技
術者への「ロボットを製造する倫理」やロボットが社会参入すること
で「ロボットを使う倫理」が必要になってくるのではないでしょうか。

2015年 6月号（Vol.60）
手足のリハビリ支援用などの２商品開発
神奈川県の「ロボット産業特区」で成果

この1年間に
発行しました
「磯っ子レポート」を
まとめました。
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ラグビーＷ杯、東京五輪など盛り上げ

神奈川県がスポーツ振興で取り組み

　スポーツは、子供から高
齢者まで幅広く心身の健康の

保持・増進、青少年の健全な育

成などに役立つ大変重要なものです。ラグ

ビーW杯や東京五輪、また2021年には本

県で「全国健康福祉祭」も開催され、スポー

ツ振興を図る上で絶好の機会になります。

県立汐見台病院の移譲先を選定するプレゼンテーションが7月9日（木）に行われ、選定の
月4年来。

たしまし
定決に先

譲移が」）
市崎ケ茅

：地在所
人法（ 会

心康 団
社人法療

医「果結
以降新しい病院による運営が開始されます。

日本では２０１９年にラグビーワールドカップ大会、翌２０２０年には東京オリンピック・パラリンピック競技大会

とスポーツのビッグイベントが開催されますが、神奈川県でもこれに一役買うことになり、その取り組みが本格

化してきました。初めて関連の予算が盛られた補正予算案が６月～７月にかけて開かれた２０１５年第２回定例県

議会で可決・承認されました。ラグビーＷ杯大会は９月から１０月にかけて全国１２会場で開かれますが、この一

つとして県と横浜市を開催都市とする試合が横浜国際総合競技場で行われます。また日本代表チームの関東

地区の合宿地に小田原市が選ばれたことで、県と小田原市は関連事業の準備に取り掛かることにしています。

東京オリンピック・パラリンピック大会（７～９月）ではセーリング競技が江の島を会場に開かれることになり、県

ではこれへの対応とともに、参加各国・地域の選手団の事前キャンプ誘致など、パラリンピックでは出場選手ら

との交流イベントなどをそれぞれ行い、大会を盛り上げていくことにしています。またユニークな取り組みとして

「神奈川育ちのオリンピック選手を支援していこう」と、若手有望アスリート育成事業にも乗り出します。

この大会を踏まえるとともに県内のアスリートの拠点、運動・スポーツを通じて未病を治す取り組み、障がい

者のスポーツ振興の機能を持つとともに、老朽化した県立体育センター（藤沢市善行）の再整備に取り掛かるこ

とにしています。これらの事柄については定例県議会での議員の質問でも明らかになりましたが、同時に県では

「オリンピックだけでなく観光対策に活用できるものとして、指定を受けた特区制度を活用しての地域版・通訳

案内士制度を設け、育成・確保をしていきたい」「スポーツ振興のための条例制定を、一つの有効な方法として

検討していきたい」とも答えています。【ラグビーＷ杯】　２０１７年春までに小田原市営城山陸上競技場を改修する。日本チームの選手らと県民・市

民の交流も行う。これに先立ち今年９～１０月にはイングラン

ド大会に合わせてパブリックビューイングやラグビーに関す

るトークショーなどを開催する。２０１９年大会に向けた開催

都市分担金と準備経費として補正予算に約７０８７万円を盛

り込み認められた。【オリンピック・パラリンピック推進事業費】　約４７５万円

（他に当初予算で１９００万円）。またアスリート育成事業費初

年度分として６００万円（選手２０人、指導者３人と１団体を支

援する。出場選手の目標は４０人）。
【体育センターと隣接の総合教育センターの再整備】　整

備のための調査検討費として４８００万円。
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箱根で初の国際シンポジウムを開催
神奈川県が１０月を未病月間に制定

　全国有数の速さで超高齢
社会が進む本県にとって、健康

寿命の延伸のためにも「未病を治
す」取組みは必要ですが、まだまだ「未病」と
いう概念が県民に浸透していない中、世界に
発信すると共に、県民に分かりやすく更に説
明していく必要があります。

平成２７年１０月１７日（土）から１０月２３日（金）までの１週間、「薬と健康の週間」です。
薬の飲み合わせなど気軽に相談できる「かかりつけ薬局」を持ちましょう。また、過去に使用
した薬や現在使っている薬について伝える事が出来る「お薬手帳」を持ちましょう。

全国有数の速さで超高齢社会が進む神奈川県では「高齢になってもだれもが生き生きと健康に暮らせる
社会づくりを。そのためには病気につながる未病状態（健康ではないが病気までにはなっていない。生活習
慣病など）を治していくことが大切」と昨年１月、黒岩祐治知事が「未病を治すかながわ宣言」を行って運動を
推進していますが、今年から１０月を「未病月間」と定め、取り組みを盛り上げていくことにしています。昨年３
月には「地域興しにも役立てられれば」と、県西地域を未病の戦略的エリアに決め、核となる「未病いやしの
里センター」（仮称）設置の作業などを進めてきました。さらに今年はあまりなじみのない未病について世界
的にアピールしていく試みにも乗り出します。１０月２２～２３日に箱根のホテルで全国でも初めてとなる国際
シンポジウム「未病サミット神奈川２０１５ in 箱根」を開催します。国内外の専門家をスピーカーに招いて討
論し、未病の価値を広く世界に発信することにしています。これに先立ち１０月１４～１６日にパシフィコ横浜
の展示ホールで開かれるバイオテクノロジー分野の展示会「ＭＥ―ＢＹＯ Japan ２０１５」には約３０の企業・
団体・自治体が未病関連で出展参加することにしています（入場等は原則事前申し込み）。

国際シンポジウム　日・米・フィンランドなど４カ国の専門家ら３０余人が講演や４つの分科会での討論を
行い、大会宣言も行われます。参加者は協賛企業、大学・研究・行政機関などの約２００人。県では市民向けと
して来春までに大会の概要をまとめた資料をつくり、配布することにしています。
未病の戦略的エリア・未病いやしの里センター　対象となる県西地域は小田原、南足柄の両市、中井、大

井、松田、山北、開成、箱根、真鶴、湯河原の８町からなるゾーン。県や自治体、企業などの事業者が情報発信・
相談・集客施設の併設、健康食の提供・医療サービス・ウ
オーキング・農業体験などを展開します。８月には同セン
ターの設置場所が大井町に決定。来春までに基本計画案を
決めることにしているといいます。９月１日には薬膳料理を
提供する湯河原温泉の旅館と小田原市内のカフェが「未病
いやしの里 里の宿・レストラン」として認定されました。
未病センター　取り組みの一環として県では各地の施

設が未病センターとして認証を受ける制度を進めていま
す。第１号として今春、小田原にオープンしたスポーツクラ
ブが受けています。
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京急杉田駅より東方へ

約300ｍ（杉田１－１２周

辺）に笹下城主間宮信元の弟信次が領主となり、安房里見軍の侵攻に備え陣屋を構えました。磯子の海岸

線の埋め立てにより海岸から今では離れますが、かつては海岸線より砂浜が広がり、陣屋は200ｍ程の場

所に設置されたと思われます。新編風土記には、「陣屋は小名辻にあり、方一町ばかりの地なり、間宮左衛

門信次以来世々の陣屋なり」とあります。また、陣屋の一角には倉があり、飢餓に備えヒエやアワのほかタ

ニシの干物などが貯蔵されていたそうです。

信次は、天文１５（１５４６）年、三浦半島走水で里見軍との戦いで戦果をあげ、里見軍を撃退しますが、43

歳の若さで討死しました。小田原北条氏が秀吉に敗れた結果、間宮一族は家康に仕えるようになります。

杉田間宮家は九代続きその後嗣子がなかったために元文５（１７４０）年に断絶し、陣屋も廃止されました。

いつの頃か畑となり、今ではその様相も一変して住宅地となり、かつての面影を感じるものは在りません。

かつて磯子の名所だった「杉田梅林」は、三代目信繁が梅の樹を植え、その実を売って領民の生活の助け

にした政策がもととなって出来たものです。
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神奈川県が〝民際外交〟基に国際交流
今年は韓国の京畿道と友好提携２５周年

　本県に於いては昭和51年
に国際交流課が設置されるな

ど、国際交流については他の自治
体より長い歴史があります。今後本県の国際
交流を進める上で「人を育て、人をつなげる」
人づくりが重要あり、信頼関係を更に築く取
り組みを進めるべきです。その信頼関係が、
民間レベルでの国際交流推進の支援になる
と考えます。

11月は子ども・若者育成支援強化月間です。神奈川県では平成17年3月に「かながわ青
少年育成指針」を策定し、平成22年に改定されました。指針改定から5年目を迎え、青少年を
取り巻く状況が激しく変化している中、平成28年4月に指針の改定を行うこととしています。

横浜港を抱えた神奈川県は国内有数の国際県であるとともに、友好交流の先進県でもあります。長洲一二知
事時代（１９７５～１９９５）には「地方同士の国際交流を進める中で、国同士の友好も進むように後押ししていこ
う」との〝民際外交〟が提案され、積極的に推進されてきました。この中で、１９８１年に米国のメリーランド州、１９
８３年に中国の遼寧省、１９８９年にはドイツのバーデン・ビュルテンベルク州、１９９０年に韓国の京機道とそれぞ
れ友好提携協定書が交わされて交流が進められてきました。またオデッサ州（ウクライナ）、ペナン州（マレーシ
ア）、ゴールドコースト市（豪州）、ヴェストラジョータランド県（スウェーデン）とも、共同声明に調印するなどの形
で友好提携しています。そして日本と韓国が国交正常化して５０周年に当たる今年、神奈川県と京畿道（キョン
ギド）も友好提携２５周年を迎えました。この記念事業として県立三ツ池公園（横浜市鶴見区）内に設けられてい
るコリア庭園では１０月１８日に「日韓市民交流マダン（韓国語で広場）」の行事が盛大に催されました。

神奈川県は１６０余カ国の約１６万６０００人が在住している（２０１５年１月現在）国際県ですが、友好提携事業は
行政同士のやり取りだけでなく、２００４年から毎年、神奈川県、遼寧省、京畿道の中高校生が一堂に集ってのス
ポーツ交流も実施されてきました。会場は毎年持ち回りで、今年８月には神奈川県内を会場に卓球など３種目が行
なわれました。また交流のなかから最近では産業や文化の特定分野での協力のきっかけも生まれるようになって
います。グローバル化が急速に進む時代にあって「まずは市民一人ひとりが身近な交わりを通じて相手を正しく理
解することが大切」といわれますが、これに関して今後、自治体の役割もますます問われそうに思います。

京畿道は首都のソウルを取り囲むようにした地域で、人口
約１２６４万人（２０１２年現在、韓国の約２４％）。国を代表する
グローバルＩＴ企業の製造拠点があるなど工業、ソウルへの供
給地として農業が盛んな所です。友好提携２５周年に際して
は今年８月、黒岩祐治知事が同道を訪れ、ナム・ギョンビル同
道知事と２５周年の共同宣言に調印。今後、神奈川県が進め
ている未病を治す施策に共同で取り組んでいくことなどが合
意されました。日韓市民交流マダンは、韓国の音楽などを紹
介したステージや工芸の実演コーナー、屋台などが並んでに
ぎわいました。今回は災害支援として箱根のコーナーも出さ
れ、コリア庭園の象徴で今回更新されたチャンスン（村の守り
神）の除幕式も行われました。
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杉田間宮家五代目信勝の弟俊
信は、本家から久良岐・近江国の

七百石を与えられ分家した後、幾つかの寺社を建立・再興しました。また、俊信の三男信明は三百石を分知
され元禄１６（１７０３）年、今の上中里に陣屋を構えました。現在、上中里神社がある丘の北側に三角形の
谷戸があるあたりで、通称「古屋敷」と呼ばれた場所が信明の陣屋跡ではないかと言われています。信明が
この場所に陣屋を構えた理由として、安房の里見軍が杉田の海岸より侵入して鎌倉から小田原へと攻め
入るのを阻止するための防衛拠点だったと思われます。
現在上中里町内会館が在る場所には、杉田間宮家六代目信久（のぶしげ）が寛文１２（１６７２）年に真言
宗の廃寺跡を再興し、後に杉田妙法寺の末寺として日蓮宗間宮寺（げんぐうじ）を開創しました。新編風土
記が書かれた天保の頃に中里陣屋は姿を消し、その保護下にあった間宮寺も衰退してしまい明治初年の
神仏分離により廃寺となりましたが、現在でも間宮寺から移された不動明王の石仏が上中里神社に上が
る階段の中段に祀られています。

参考資料：磯子の史話・磯子の城砦１６・新編風土記
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神奈川県が
被害に苦し

む人ら支援

子宮頸がん
ワクチンによ

る副反応

　子宮頸が
んワクチン

接

種による健
康被害に対

する

支援につい
ては、以前よ

り所属

していた厚
生常任委員

会で強く要
望して

きた事であ
り、今回の補

正予算案に
計上

された支援
事業費につ

いては評価
しま

す。しかし、
給付対象期

間が2016
年3月

末までとな
っている中

、来年度以
降も国

が救済措置
を行うまで

県が支援事
業を

続けるのか？
などの課題

はあります。

7月3日16時
から提携す

る旅館やホ
テルで利用

できる「かな
がわ旅行券

」がコ

ンビニエン
スストアなど

で購入でき
ます。額面1

0,000円と
5,000円の

ものを、7

月以降も８月
３日、９月３日

、10月２日、
11月２日に

順次販売致
します。

子宮頸がん
の予防に効

果があると
いうワクチン

を接種した
女性の中に

、激しい頭痛
、手足の痛み

、全身の

まひや脱力
、歩行や記憶

の障害など
重篤な副反

応（副作用）
被害に見舞

われるケー
スが多発し

ている問題

で、神奈川県
では今夏か

らこれら被害
に苦しむ人を

対象とした支
援策をスター

トさせる。同
ワクチンの

予防接

種は国が計
画し、これに

沿って市町
村が実施し

ているが、国
は「ワクチン

接種と副反
応の因果関

係がはっきり

していない
」として救済

措置は取っ
ていない。横

浜市など全
国の一部の

市町村が独
自に支援策

を実施して
い

る例はある
が、都道府県

が支援に乗
り出すのは

全国でも初
めてという。

県では６月に
議会に提案

した今年度

一般会計補
正予算案の

中に、支援事
業費として３

１６９万円を
盛り込んで

おり、議会で
予算案が認

められれ

ば、７月中か
らでも実施し

たいとしてい
る。

世界保健機
構の推奨を

背景に日本
でも２００９

年１２月、米
国の製薬会

社製の２種
類のワクチ

ンが承認さ

れ、利用が始
まった。子宮

頸がん患者
は２０、３０代

に急増する
ことから、ワ

クチンの接
種は中高校

生を主対象

に行われて
いる。副反応

による健康
被害は世界

各地で起き
、死者も出て

いるが、日本
では３３８万

人が接種を

受けたとい
われ、「全国

子宮頸がん
ワクチン被

害者連絡会
」への相談は

今年２月現
在で１２５０

件余、被害登

録者は約３５
０人を数える

という。一方
で国は２０１

３年６月、予
防接種の積

極的な勧奨
を控える方

針を打ち出

したが、接種
は続けられ

ている。

県の補正予
算案に盛ら

れた支援事
業の対象者

は「県内市町
村が実施す

る子宮頸が
ん予防ワク

チンの被

接種者」「接
種後に原因

不明の持続
的な痛みや

しびれ、脱

力、付随意運
動などの症

状があり日
常生活に支

障を生じて

いる」「症状
について神

奈川県に相
談した」のす

べてに該当

している人
。支援のため

の給付費は「
医療費の自

己負担分」

「医療手当
として通院

・入院とも
月３万４００

０円～３万

６０００円（
同一月に通

院・入院は３
万６０００円

）」、給付対象

期間は「接種
後の症状に

対する医療
を受けた日

から２０１６

年３月末まで
」などとなっ

ている。横浜
市では昨年

６月から

支援事業を
行っており、

横浜市内の
患者からの

新たな申請

については
横浜市で受

け付け、県で
給付する。県

内で副反

応があった
例は１１２人

とのデータ
があり、県の

担当部局の

保健福祉局
保健医療部

健康危機管
理課では「医

療費助成

予算はこれ
らも参考に

組んだ」とし
ている。

TR
AVE

L

TIC
KETTR

AV
EL

TIC
KE

T
TR

AV
EL

TIC
KE

T 10,000
KANAGAWA

2015年7
月号「vol.

61」 ◎編集
：新井絹世

　横浜市磯
子区丸山2

-24-3　◎
電話：045

-751-52
50 ◎FAX

：045-76
1-7451

http:/ /ww
w.araikin

uyo.jp

絹 世 の

もっともっともっともっともっともっともっともっともっともっともっともっともっともっともっともっともっともっともっと

根岸橋通り
商店街は、

昭和２６（１
９５１）年に

２０店舗ほ
どが点

在し商売を
はじめました

。昭和３２（１
９５７）年8月

に根岸橋通
り商

和会協同組
合を発足し

、多いときに
は加盟店が

５０店舗ほ
どありました

。また商店街
に隣接した

場所に

は、かつて1
0店舗が商

売をしてい
た丸久（まる

きゅう）市場
が在

り、更に賑わ
いを見せて

いたそうで
す。

当時は、市
電職員の宿

舎が滝頭一
、二丁目に在

ると同時に
、

路面電車の
停留所が根

岸橋のたも
とにあった

為、丸山・滝
頭・

岡村の人達
が商店街で

買い物をし
ていました。

しかしなが
ら、市

電の廃止と
大型店舗の

進出により
客足が減り

ましたが、賑
わい

を取り戻す
ため会長は

じめ役員の
努力と行政

の連携で、年
間を

通じ3回のイ
ベント（餅つ

き・昔あそび
・街角コンサ

ート）等をお
こなっていま

す。

商店街の中
には、｢磯子

の逸品｣に選
ばれた、タン

メンが食べ
られる店「平

和楼」もあり
ます。　

また、商店街
の通りでは

昔から７のつ
く日（今年は

5月２７日～
9月１７日）縁

日が開かて
います。この

縁日

の由来とな
るものは、堀

割川で水難
事故にあっ

た子供を供
養するため

のお地蔵さ
んが商店街

の一角に

祀られてい
たからで、縁

日も開かれ
ました。今は

、岡村一丁目
の「龍朱院」

に祀られて
います。

あらい絹世の

県議会議員

  っ子レポート
県政を

身近に
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「ふるさと納税」での寄付金獲得

　各自治体では地元の特産

品をお礼に贈ることが過熱して

いますが、もともとの趣旨から外

れ税金の取り合いになるのではないかと危

惧しています。神奈川県のふるさと納税は、

賛同した県の施策に対して寄付を行うもの

であり、施策に共感し寄附して頂いた方に対

して施策の進捗状況を報告することも必要

ではないかと考えます。

12月20日（日）10時から21時まで、知事の執務室・旧貴賓室・

旧議場・本庁舎歴史展示室・屋上の展望台など、県庁本庁舎を公

開します。

2０１７年４月からの消費税の１０％への引き上げを前に「負担軽減措置をどうするか」の論議が活発になってい

ますが、一方で所得税や住民税の軽減措置を受けられる国の「ふるさと納税」制度への関心も高まっています。２０

０８年からスタートした制度で、出身地などの都道府県や市区（東京の区のような特別区）町村に寄付をすると、自

己負担分（２０００円）を除いた金額が所得税や居住地の住民税から軽減されるというもので、その年の１～１２月中

に行われた寄付について翌年に納税する時に軽減される仕組みになっています。国によると２０１５年の４～９月の

全国での寄付総額は約４５３億円で、前年同期の４倍に上っているといいます。神奈川県内の自治体（県と３３市町

村）では寄付金総額より、本来、得られる住民税が「ふるさと納税」による軽減措置で控除されてしまう総額の方が

多い、という〝赤字状態〟が続いており、「なんとか寄付金が増えてくれれば」と対策に知恵をしぼっています。

神奈川県の「ふるさと納税」は「かながわキンタロウ寄附金」の愛称で実施されており、２０１４年度には８つの基

金とその他に対し、個人から総額約５３０９万円の寄付がありました。このうち県内からが約４９５２万円と圧倒的に

多く、県外からは約３5７万円でした。基金別のうち最も多かったのが「神奈川県まなびや基金」で約４３７１万円。こ

れは県立学校等の教育環境整備を計画的かつ円滑に推進するための取り組みに関係した基金です。このほか「奨

学金基金」「南方諸地域戦没者追悼沖縄神奈川の塔整備基金」などへの寄付が多くなっています。県では「寄付は

毎年５０００万円程度寄せられているが、軽減措置による住民税の控除は毎年１億円以上とみられる。東日本大震

災が発生した翌年の２０１２年には寄付が３０００万円ほどに激減した」としています。県が試算したところでは県内

の３３市町村が２０１４年に受け取った寄付額は約６億円。これに対し住民税の軽減措置による控除は約１１億円に

上ると推計されています。「ふるさと納税」はもともと都市部に偏る税収の是正や地域

活性化を目的に設けられたもので、都市部の神奈川県での〝赤

字現象〟は当然と思われますが、県では「魅力的な基金を設け

て寄付を増やしてもらうなど、なんとか収支のバランスがとれる

にようになれば」としています。２０１５年７月から新たに「動物保

護センター建設基金」を設けましたが、約1006万円(11/18現

在)の寄付が集まっているということです。市町村の状況をみて

みますと昨年度実績で寄付が最も多かったのは川崎市で約２

億２７２７万円、次いで三浦市の約１億６１３１万円となっていま

す。県内の自治体のうち、寄付のお礼に特産品・記念品などのプ

レゼントを贈っているところは１８市町に上っていますが、三浦

市では冷凍のマグロの刺身、野菜など、川崎市では岡本太郎美

術館の招待券などを贈っており、人気があるようです。
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氷取沢陣屋が何処にあったかは諸説

ありますが、有力なのは氷取沢神社の

先を右折して旧道を川沿いに２００mほど進んだ右側の小高い平地ではないかと推察されます。その場所には氷取沢間宮家

初代の綱信の隠居所があり、近くに長男重信の陣屋があったとされます。残念ながらその面影を残すものはありません。

房州里見軍が天文２（１５３２）年に氷取沢まで攻め入った際に、間宮家の菩提である宝勝寺の梵鐘が持ち去られ、２０余年

後に安房郡岩井村の正善寺で見かけられたとの話があります。宝勝寺には寛永２１（１６４４）年に重信が父綱信の供養の為

に新たに梵鐘を鋳造寄進したとの記録があります。幕末になると外国船が江戸湾に来航するようになり、海岸防衛の為「諸

国寺院の梵鐘を大砲・小銃に鋳換すべし」の書状が幕府から発布されますが、宝勝寺側は梵鐘が当寺を菩提とする間宮家よ

り寄進されたものであることを理由に供出を断りました。しかしながら、先の大戦では断りきれずに供出し、その後行方不明と

なってしまいました。終戦後福島県会津若松市の寺より申し出があり、梵鐘は宝勝寺へ返されています。

氷取沢間宮家は、磯子間宮家三氏（杉田・中里・氷取沢）のうち唯一、明治まで続きました。
参考：磯子の史話・宝勝寺住職・地元古老からの聞き取り
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初の「ベトナ
ムin神奈川

」を開催

９月１８～２
０日、県庁な

ど横浜で

　県内中小
企業では、ア

ジア

を中心とし
た海外進出

が増え

てきています
。今後、中小

企業が

海外進出し
易いよう、本

県で発展途
上諸国

の中堅人材
や指導者層

を受け入れ
、その国

と本県のパイ
プ役を担う人

材を育成し、
人的

ネットワーク
を形成してい

く必要があり
ます。

毎年９月は健
康増進普及

月間・がん征
圧月間です。

「一に運動
、二に食

事。しっかり
禁煙、最後

にクスリ。健
康寿命をの

ばそう」を合
言葉に、運

動やバランス
のとれた食生

活、禁煙など
、体にいい事

を始めましょ
う。

経済発展著
しい東南ア

ジアの国ベト
ナム。夏の花

ハスが国花
、人々の生活

に深く根を下
ろしている竹

がシン

ボルとなって
おり、日本か

らの企業進
出も盛んにな

っています。
神奈川県内

には留学生
や滞在者約

１万人がお

り、昨年７月
には神奈川

県の黒岩祐
治知事と県

内の企業の
社長らがベト

ナムを訪れ
、知事は同国

の計画投資
省

副大臣とビジ
ネスの交流

やこの拠点
設置促進事

業などでの協
力に関する

覚書を締結し
てきました。

また県立が

んセンターと
同国のダナン

がん病院の
人材交流に

関する覚書
も締結されま

した。これに
基づき今年６

月にはハ

ノイの近郊に
ある工業団

地の一角に
設けられた神

奈川インダス
トリアルパー

クに綾瀬市
のメーカーが

第１号の

進出をしまし
た。最新医療

装置が導入
された県立が

んセンター（
横浜市旭区

）にはダナン
がん病院の

医師２人（３

０～４０代の
男女）が７月

から２カ月半
の研修に訪

れています。

こうした事業
と同時に「ベ

トナムを知っ
てもらい、交

流を盛り上げ
ていこう」と

９月１８日か
ら２０日にか

けて、県

庁庁舎やこの
周辺を中心に

横浜市内を
会場とした初

の「ベトナム
in神奈川」の

催しが開かれ
ることになり

ました。

主催は県、県
商工会議所

連合会、かな
がわ国際交

流財団など１
１者で構成

する実行委
員会と駐日ベ

トナム大使

館です。期間
中約３０のイ

ベントが催さ
れ、来場者は

２０万人が見
込まれていま

す。国内で開
かれるベトナ

ムの祭

典としては最
大のもので

、他に横浜市
内のホテル

、国際交流施
設などでも「

９月はベトナ
ム月間」と位

置付けて

の連携イベン
トが展開され

ます。

イベントは１
８日に日中か

ら夜にかけ横
浜市内のホ

テルで、ベト
ナム投資環

境セミナー、
同国企業と

県内企業

との商談会
など経済交

流プログラム
、１９～２０日

に日本大通
り・県庁本庁

舎で文化交
流プログラム

が行われま

す。注目の催
しとしては女

優の剛力彩
芽さんに同フ

ェスタの

アンバサダー
を務めてもら

うための任
命式（１９日

）、ベトナム

と神奈川で
生産された約

１万本の花を
使い、県庁本

庁舎前に

大きな花のじ
ゅうたんをし

つらえる催し
（１９日）、ホ

イハン市

で毎月、満月
の夜に行わ

れる有名なラ
ンタン祭りに

ちなみ寄

贈されたラン
タンがともさ

れる「ベトナ
ムランタンナ

イト」（１９

日）、ベトナム
民俗芸能の「

水上人形劇
」の上演（１９

～２０日）

などがありま
すが、他にも

ベトナムの食
の探訪・映画

上映・コ

ンサート・街
角アート、日

越ダンスパフ
ォーマンスな

ど盛りだく

さんです。詳
細は県のホ

ームページで
紹介されてい

ます。
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陣屋とは軍
隊の陣営

で、江戸時代
は城を持っ

ていない下
級大名が、領

地内に持っ
ていた館。磯

子区内には
間宮一族が

時期は異な
りますが四

箇所に陣

屋を構えて
いました。そ

の一つの「森
間宮陣屋」は

京急屏風ヶ
浦駅の東方

約200ｍ（森
３－１４）あた

りにあ

る間宮康俊（
元信の長男

）の館。ここ
には白旗に

因んだ話も
伝わっていま

す。かつて屏
風ヶ浦の浜

に穴のあ

いた旗立て
石と呼ばれ

る岩がありま
した。安房里

見氏の軍勢
は屏風ヶ浦

の浜に侵攻
を図りました

。それを

察知した間
宮氏が旗立

て石に白旗
を立てたとこ

ろ、里見軍は
浜に数多く

の「白旗」が
並んでいた

のを視て

間宮氏側に
軍勢が大挙

しているも
のと思いこ

こからの上
陸を諦め杉

田から侵入
したのでは

ないかと語
る

古老もいます
。

また｢白旗｣
と言えば源

氏の印とさ
れていますが

、昔この地に
白旗明神社

があり祭礼
のときにはこ

の白旗

を立てました
。旗は何も書

いていない
白布なので

周りの人か
ら「下帯のよ

うだ」といわ
れたので「白

旗大明

神」と筆太に
書いて立て

たところ、強
風が吹いて

倒れてしまい
ました。そこ

で村役達が
相談の上、「

白旗に手

を加えては
いけない」と

元の白布に
戻したとのこ

とです。この
周辺には白

旗商店街や
バス停「白旗

」の名が

残っています
。

参考資料：磯
子の史話・日

本城郭大系
６

左側の建物
が南三陸町

防災対策庁
舎

ですが、その
建物の高さ（

12m）まで土

地のかさ上げ
を行います。

JR仙石線は
5月30日に

全線開通しま
し

た。野蒜駅な
どは高台に移

しましたが、
旧

野蒜駅は震災
遺構として保

存される事に

なりました。
ホームは当時

のままで残っ
て

います。

女川町でも
高台への移

転や土地の
かさ上げが

進め

られていま
す。

●昭和43年3月8日　横浜市磯子区生まれ
●横浜雙葉小・中・高等学校卒業
●明治学院大学社会学部社会福祉学科卒業
●日商岩井㈱ / ㈱メタルワン

●自民党かながわ政治大学12期生
●平成27年4月　県議会議員2期目当選
●県民企業常任委員会委員
●行財政改革・地方分権特別委員会副委員長
●自民党神奈川県議会議員団政務調査会副会長

あらい絹世
プロフィール

あらい絹世に対するご意見・ご感想・ご要望・メッセージをお寄せ下さい FAX 045-761-7451

子宮頸がんワクチン接種による健康被害に対する支援について
は、以前より所属していた厚生常任委員会で強く要望してきた事で
あり、今回の補正予算案に計上された支援事業費については評価
します。しかし、給付対象期間が2016年3月末までとなっている中、
来年度以降も国が救済措置を行うまで県が支援事業を続けるの
か？などの課題はあります。

2015年 7月号（Vol.61）
神奈川県が被害に苦しむ人ら支援
子宮頸がんワクチンによる副反応

スポーツは、子供から高齢者まで幅広く心身の健康の保持・増進、
青少年の健全な育成などに役立つ大変重要なものです。ラグビー
W杯や東京五輪、また2021年には本県で「全国健康福祉祭」も開
催され、スポーツ振興を図る上で絶好の機会になります。

2015年 8月号（Vol.62）
ラグビーＷ杯、東京五輪など盛り上げ
神奈川県がスポーツ振興で取り組み

県内中小企業では、アジアを中心とした海外進出が増えてきてい
ます。今後、中小企業が海外進出し易いよう、本県で発展途上諸国
の中堅人材や指導者層を受け入れ、その国と本県のパイプ役を担
う人材を育成し、人的ネットワークを形成していく必要があります。

2015年 9月号（Vol.63）
初の「ベトナム in 神奈川」を開催
９月１８～２０日、県庁など横浜で

全国有数の速さで超高齢社会が進む本県にとって、健康寿命の延
伸のためにも「未病を治す」取組みは必要ですが、まだまだ「未病」
という概念が県民に浸透していない中、世界に発信すると共に、県
民に分かりやすく更に説明していく必要があります。

2015年 10月号（Vol.64）
箱根で初の国際シンポジウムを開催
神奈川県が１０月を未病月間に制定

本県に於いては昭和51年に国際交流課が設置されるなど、国際
交流については他の自治体より長い歴史があります。今後本県の
国際交流を進める上で「人を育て、人をつなげる」人づくりが重要
あり、信頼関係を更に築く取り組みを進めるべきです。その信頼関
係が、民間レベルでの国際交流推進の支援になると考えます。

2015年 11月号（Vol.65）
神奈川県が〝民際外交〟基に国際交流
今年は韓国の京畿道と友好提携２５周年

各自治体では地元の特産品をお礼に贈ることが過熱しています
が、もともとの趣旨から外れ税金の取り合いになるのではないかと
危惧しています。神奈川県のふるさと納税は、賛同した県の施策に
対して寄付を行うものであり、施策に共感し寄附して頂いた方に対
して施策の進捗状況を報告することも必要ではないかと考えます。

2015年 12月号（Vol.66）
知恵しぼる神奈川県内の自治体
「ふるさと納税」での寄付金獲得


